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4
月
1
日
午
前
、
政
府
は
「
平

成
」
に
代
わ
る
新
元
号
を
「
令

和
」
と
発
表
し
た
。
改
元
の
節
目

に
当
た
っ
て
思
い
浮
か
ぶ
あ
れ
こ

れ
を
、
新
聞
部
の
老
兵
が
こ
こ
に

徒
然
と
記
す
。

天
皇
退
位
が
決
定
し
た
の
ち
、

街
に
は
「
平
成
最
後
の
〇
〇
」
と

い
う
表
現
が
あ
ふ
れ
た
。
し
か
し

同
時
に
、
我
々
は
平
成
と
い
う
時

代
を
そ
ん
な
に
意
識
し
て
い
た
だ

ろ
う
か
、
と
あ
ま
の
じ
ゃ
く
な
感

想
も
浮
か
ぶ
。

こ
こ
で
は
あ
え
て
そ
ん
な
視
点

を
封
じ
込
め
、
改
元
の
長
所
に
目

を
向
け
て
み
る
。
思
う
に
、
そ
れ

は
あ
ら
ゆ
る
物
事
の
節
目
を
作
り

出
し
、
何
か
し
ら
挑
戦
し
よ
う
と

い
う
気
概
が
湧
く
点
だ
ろ
う
か
。

例
え
ば
改
元
は
人
生
の
大
き
な
決

断
―
―
そ
れ
は
起
業
や
家
の
購
入

や
プ
ロ
ポ
ー
ズ
だ
っ
た
り
す
る
―

令和の志
をつづる

１
９
８
９　

塩
野
谷
祐
一
氏
、
学
長
就
任

１
９
９
１　

キ
ャ
ン
パ
ス
統
合
佳
境
へ

１
９
９
２　

阿
部
謹
也
氏
、
学
長
就
任

１
９
９
６　

言
語
社
会
学
研
究
科
設
置

　
　
　
　
　

一
部
を
除
き
、
授
業
が
国
立
キ
ャ
ン

　
　
　
　
　

パ
ス
に
一
本
化

１
９
９
７　

東
キ
ャ
ン
パ
ス
２
号
館
完
成

１
９
９
８　

東
サ
ー
ク
ル
棟
半
焼

　
　
　
　
　

第
２
研
究
館
が
電
子
ロ
ッ
ク
化

　
　
　
　
　

石
弘
光
氏
、
学
長
就
任

１
９
９
９　

情
報
教
育
棟
完
成

                  

小
平
新
施
設
完
成
へ

２
０
０
０　

商
学
部
で
５
年
一
貫
プ
ロ
グ
ラ
ム
導

　
　
　
　
　

入

　
　
　
　
　

新
図
書
館
開
館

　
　
　
　
　

新
制
度
導
入
後
初
の
副
学
長
選

２
０
０
４　

国
立
大
学
法
人
化

　
　
　
　
　

杉
山
武
彦
氏
、
学
長
就
任

２
０
０
６　

ウ
ェ
ブ
シ
ラ
バ
ス
、
本
格
運
用
開
始

２
０
０
７　

定
例
学
生
大
会
廃
止

　
　
　
　
　

中
和
寮
が
院
生
専
用
宿
舎
に

２
０
０
８　

一
橋
寮
で
新
入
生
が
飲
酒
後
に
死
亡

　
　
　
　
　

杉
山
武
彦
氏
、
学
長
再
選

２
０
１
０　

Ｇ
Ｐ
Ａ
が
卒
業
要
件
に

　
　
　
　
　

山
内
進
氏
、
学
長
就
任

２
０
１
１　

東
日
本
大
震
災

２
０
１
２　

一
橋
祭
、
学
内
禁
酒
に

　
　
　
　

　
　
　
　
　

水
岡
不
二
雄
教
授
が
経
済
学
研
究
科

　
　
　
　
　

内
の
人
事
を
め
ぐ
っ
て
本
学
を
提
訴

２
０
１
４　

中
期
計
画
に
留
学
必
修
化
が
盛
り
込

　
　
　
　
　

ま
れ
る

　
　
　
　
　

時
計
台
棟
、
大
規
模
改
修
開
始

　
　
　
　
　

蓼
沼
宏
一
教
授
、
学
長
就
任

２
０
１
５　

50
超
の
学
内
規
則
改
正

　
　
　
　
　

第
３
期
中
期
目
標
案
提
出

　
　
　
　
　

法
科
大
学
院
生
転
落
死

２
０
１
６　

法
科
大
学
院
生
転
落
死
を
め
ぐ
っ
て

　
　
　
　
　

遺
族
が
本
学
を
提
訴

２
０
１
７　

4
学
期
制
・
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
始
動

　
　
　
　
　
Ｋ
Ｏ
Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｒ
Ａ
祭
百
田
尚
樹
氏
講

　
　
　
　
　

演
会
中
止
に　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

一
橋
祭
、
規
模
縮
小

２
０
１
８　

蓼
沼
宏
一
教
授
、
学
長
再
任

２
０
１
９　

ア
ウ
テ
ィ
ン
グ
裁
判
、
遺
族
側
敗
訴

一橋新聞で振り返る
平成の一橋大学

特

小
平
キ
ャ
ン
パ
ス
の
老
朽
化
を

機
に
、
４
年
一
貫
教
育
の
実
現
も

兼
ね
た
キ
ャ
ン
パ
ス
統
合
の
議
論

が
本
格
化
し
た
。

そ
の
背
景
に
は
、
大
学
生
活
が

前
期
と
後
期
に
明
確
に
分
断
さ

れ
、
１
、２
年
時
で
履
修
し
た
一

般
教
養
科
目
と
３
、４
年
次
の
専

門
科
目
の
横
断
的
学
習
が
図
れ
な

い
と
い
う
課
題
が
あ
っ
た
。

キ
ャ
ン
パ
ス
統
合
は
利
点
が
多

い
よ
う
に
思
わ
れ
た
が
、
学
生
自

治
の
不
在
と
い
う
問
題
も
浮
き
彫

り
に
し
た
。「
三・一
確
認
書
」
が

全
構
成
員
、
す
な
わ
ち
教
員
、
職

員
、
学
生
・
院
生
自
治
を
う
た
っ

て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
情
報
が

開
示
さ
れ
ず
、
全
構
成
員
に
よ
る

合
意
形
成
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
。

必
修
第
二
外
国
語
と
ス
ポ
ー
ツ

方
法
Ⅰ
な
ど
の
一
部
の
科
目
を
除

い
て
授
業
は
国
立
キ
ャ
ン
パ
ス
に

一
本
化
さ
れ
た
。
小
平
で
の
授
業

を
履
修
し
て
い
た
の
は
１
年
生
が

中
心
だ
っ
た
た
め
不
慣
れ
な
学
生

が
多
く
、
混
乱
を
招
い
た
。
他
に

も
、
席
数
の
不
足
に
よ
る
国
立
キ

ャ
ン
パ
ス
の
生
協
食
堂
の
大
混
雑

や
、
東
西
キ
ャ
ン
パ
ス
間
の
横
断

歩
道
を
赤
信
号
に
な
っ
て
も
渡
る

学
生
の
存
在
な
ど
、
現
在
に
も
残

る
問
題
が
発
生
し
た
。

96
年
10
月
号

　

見
切
り
発
車
の

　
　
　
　

移
転
開
始

91
年
７
月
号

　

キ
ャ
ン
パ
ス
統
合

　
　
　
　
　
　

佳
境
へ

国
立
キ
ャ
ン
パ
ス
の
東
2
号
館

が
完
成
し
、
キ
ャ
ン
パ
ス
移
転
が

ほ
ぼ
完
了
し
た
。
従
来
の
大
教
室

に
は
な
か
っ
た
Ａ
Ｖ
施
設
や
、
Ｌ

Ｌ
教
室
な
ど
が
設
置
さ
れ
、
当
時

の
先
端
を
行
く
施
設
と
な
っ
た
。

97
年
10
月
号

　
　

東
２
号
館
完
成

１
９
３
４
年
に
建
設
さ
れ
た
東

サ
ー
ク
ル
棟
が
、
タ
コ
足
回
線
の

オ
ー
バ
ー
ヒ
ー
ト
に
よ
っ
て
半
焼

の
被
害
に
あ
う
事
件
が
発
生
。
発

火
か
ら
約
４
時
間
後
に
消
し
止
め

ら
れ
た
。
22
あ
っ
た
部
屋
の
う
ち

14
部
屋
が
被
害
に
あ
っ
た
が
、
負

傷
者
は
い
な
か
っ
た
。

98
年
４
月
号

　

東
サ
ー
ク
ル
棟
半
焼

00
年
11
月
号

　

新
制
度
初
副
学
長
選

副
学
長
選
挙
の
除
斥
投
票
が
学

則
か
ら
除
か
れ
、
参
考
投
票
扱
い

に
さ
れ
て
か
ら
初
の
投
票
が
実
施

さ
れ
た
。
選
挙
の
投
票
率
は
28
・

３
％
。
制
度
変
更
後
初
の
選
挙
の

00
年
１
月
号

　

商
学
部
５
年
一
貫

　
　
　

プ
ロ
グ
ラ
ム
導
入

学
士
と
修
士
を
５
年
で
修
了
す

る
こ
と
が
で
き
る
「
５
年
一
貫
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
が
商
学
部
に
導
入
さ

れ
た
。
目
的
は
「
付
加
価
値
を
持

っ
た
学
部
生
を
社
会
に
送
り
出

す
」
こ
と
と
し
た
。

00
年
10
月
号

　
　

新
図
書
館
開
館

西
キ
ャ
ン
パ
ス
に
新
図
書
館
が

開
館
。
グ
ル
ー
プ
学
習
室
が
2
室

か
ら
５
室
に
増
え
、
施
設
の
利
便

性
が
向
上
し
た
。

投
票
率
と
し
て
は
低
い
水
準
だ
っ

た
。新

制
度
以
前
は
全
在
籍
学
生
の

過
半
数
の
除
斥
票
が
集
ま
っ
た
場

合
、
副
学
長
は
辞
任
が
必
須
だ
っ

た
が
、
制
度
改
変
に
よ
り
任
意
に

な
っ
た
。

96
年
10
月
号

　

商
学
部

　
　

導
入
科
目
の
挑
戦

必
修
の
商
学
部
導
入
科
目
の
改

革
が
行
わ
れ
た
。
背
景
に
は
、
大

学
で
教
わ
る
学
問
と
現
実
社
会
の

乖
離
に
対
す
る
批
判
が
あ
っ
た
。

渋
沢
栄
一
の
実
学
を
重
視
す
る
理

念
に
反
す
る
状
況
は
好
ま
し
く
な

い
と
し
、
本
学
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

な
ど
を
通
し
て
主
体
的
に
学
問
を

実
践
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

「
マ
ク
ロ
環
境
の
中
の
企
業
」
と

い
う
導
入
科
目
を
採
用
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
必
修
化
が
主
体
的

と
呼
べ
る
の
か
と
い
う
批
判
は
あ

っ
た
が
、
多
く
の
学
生
が
こ
の
経

験
を
有
意
義
に
感
じ
た
と
い
う
。

98
年
12
月
号

　

第
２
研
究
館

　
　
　

電
子
ロ
ッ
ク
化

学
生
会
館
を
除
い
て
国
立
キ
ャ

ン
パ
ス
の
全
施
設
が
電
子
ロ
ッ
ク

化
し
た
。
こ
の
こ
ろ
か
ら
女
子
学

生
の
割
合
も
増
え
、
安
全
面
の
確

保
と
情
報
の
保
護
を
目
的
に
治
安

対
策
が
急
が
れ
た
。
こ
れ
に
対
し

て
各
自
治
会
は
キ
ャ
ン
パ
ス
の
可

能
な
限
り
の
開
放
を
訴
え
た
。

情
報
教
育
棟
が
完
成
し
、
そ
れ

ま
で
は
東
１
号
館
に
あ
っ
た
パ
ソ

コ
ン
ル
ー
ム
は
閉
鎖
さ
れ
た
。
情

報
教
育
棟
の
パ
ソ
コ
ン
は
全
面
的

に
新
し
い
も
の
が
導
入
さ
れ
、
処

理
速
度
が
大
幅
に
改
善
し
た
。

99
年
５
月
号

　

情
報
教
育
棟
完
成

創
立
１
２
５
周
年
を
祝
し
て
、

如
水
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
が
寄
付
金

で
建
設
さ
れ
た
。

「
ゆ
と
り
と
潤
い
を
提
供
で
き

る
総
合
体
育
文
化
施
設
」
を
目
的

と
し
、
温
水
プ
ー
ル
や
ジ
ム
な
ど

を
設
置
。
卒
業
生
や
地
域
住
民
も

利
用
可
能
で
、
大
学
側
の
「
地
域

に
開
か
れ
た
大
学
」
づ
く
り
の
姿

勢
が
う
か
が
わ
れ
る
も
の
と
な
っ

た
。 99

年
10
月
号

　

小
平
新
施
設
完
成
へ

―
に
踏
み
出
す
「
言
い
訳
」
た
り

う
る
。
実
際
、
市
役
所
に
は
令
和

初
日
に
婚
約
届
を
提
出
す
る
「
令

和
婚
」
カ
ッ
プ
ル
が
多
か
っ
た
と

聞
い
た
。

そ
ん
な
幸
せ
を
横
目
に
、
平
成

生
ま
れ
の
自
分
が
ど
ん
ど
ん
過
去

の
人
に
な
っ
て
い
く
よ
う
だ
と
友

人
が
ぼ
や
い
て
い
た
。
た
だ
少
し

待
っ
て
ほ
し
い
。
弱
冠
22
歳
の
自

分
を
「
過
去
の
人
」
と
呼
ぶ
そ
の

マ
イ
ン
ド
は
い
か
が
な
も
の
か
。

む
し
ろ
我
々
は
、
新
た
な
世
界
の

と
ば
口
に
立
つ
気
鋭
の
青
年
と
し

て
、
時
代
を
能
動
的
に
作
り
上
げ

て
い
く
気
概
ぐ
ら
い
、
持
っ
て
も

い
い
の
で
は
な
い
か
。

　

幾
分
、
説
教
臭
い
テ
イ
ス
ト

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
こ
れ
は

半
分
本
心
だ
。「
半
分
」
と
書
い

た
の
は
、
本
来
私
は
シ
ャ
イ
な
人

間
で
、
大
上
段
に
構
え
た
文
章
を

書
く
こ
と
に
抵
抗
が
あ
る
か
ら

だ
。
た
だ
、
今
回
は
あ
え
て
恥
ず

か
し
さ
を
言
い
訳
に
せ
ず
、
前
向

き
な
姿
勢
を
打
ち
出
し
て
み
た
。

「
令
和
」
を
契
機
と
し
て
、
自

身
の
人
生
の
さ
ら
な
る
充
実
と
、

よ
り
よ
い
新
時
代
を
希
求
す
る
一

歩
を
踏
み
出
し
た
っ
て
、
罰
は
当

た
ら
な
い
だ
ろ
う
。

10
年
10
月
号

　

大
学
教
育
は

　
　

ど
う
変
わ
る
？

本
学
は
大
学
教
育
の
国
際
化
を

図
る
た
め
の
二
つ
の
軸
と
し
て
、

英
語
で
実
施
さ
れ
る
授
業
科
目
の

増
設
と
留
学
の
促
進
を
掲
げ
た
。

前
者
に
つ
い
て
は
「
国
際
交
流

17
年
６
月
号

　

Ｋ
Ｏ
Ｄ
Ａ
祭

　
　
　

百
田
氏
講
演
会

　
　
　
　
　
　
　

中
止
に

第
21
回
Ｋ
Ｏ
Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｒ
Ａ
祭
実

行
委
員
会
は
、
百
田
尚
樹
氏
講
演

会
の
中
止
を
発
表
し
た
。

実
行
委
員
会
は
、
警
備
体
制
強

化
に
よ
っ
て
ほ
か
の
企
画
に
障
害

を
も
た
ら
す
こ
と
は
Ｋ
Ｏ
Ｄ
Ａ
Ｉ

Ｒ
Ａ
祭
の
理
念
に
反
す
る
と
し
て

中
止
を
決
断
。
本
件
を
め
ぐ
っ
て

は
、
百
田
氏
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー

に
対
す
る
発
言
を
理
由
に
反
レ
イ

シ
ズ
ム
情
報
セ
ン
タ
ー
（
Ａ
Ｒ
Ｉ

Ｃ
）
な
ど
が
講
演
会
に
関
し
て
実

行
委
員
会
と
協
議
し
て
い
た
。

17
年
４
月
号

　

４
学
期
制

　
　

新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

　
　
　
　
　
　
　
　

始
動

２
０
１
７
年
度
よ
り
４
学
期
制

や
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
導
入
さ
れ

た
。
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
は
「
ス

キ
ル
英
語
」（
現
在
の
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｅ
）

が
学
部
１
年
生
向
け
に
必
修
化
さ

れ
た
。

一
方
、
英
語
を
除
い
た
全
学
共

通
科
目
の
必
要
単
位
数
は
減
少
。

商
学
部
・
経
済
学
部
の
第
２
外
国

語
は
選
択
制
と
な
り
、
ク
ラ
ス
制

度
は
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｅ
に
基
づ
く
も
の
に

代
替
さ
れ
た
。

「
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
貢
献

し
得
る
質
の
高
い
人
材
」（
中
期

目
標
）
の
育
成
を
目
指
し
た
改
革

が
進
ん
だ
。
具
体
的
に
は
卒
業
要

件
単
位
数
を
減
ら
し
て
１
単
位
あ

た
り
45
時
間
の
学
習
時
間
確
保
を

図
る
「
単
位
の
実
質
化
」、
留
学

促
進
を
狙
っ
た
４
学
期
制
導
入
な

16
年
10
月
号

グ
ロ
ー
バ
ル
化
と

  

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
の

　
　
　
　
　
　
　
　

行
方

２
０
１
７
年
度
よ
り
グ
ロ
ー
バ

ル
教
育
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
が
卒
業

17
年
６
月
号

グ
ロ
ー
バ
ル
教
育

　
　

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ

　
　
　
　
　

卒
業
要
件
に

04
年
４
月
号

　

「
法
人
一
橋
」
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　

再
出
発

国
立
大
学
法
人
法
が
施
行
さ
れ

た
こ
と
を
受
け
、
本
学
は
国
立
大

学
法
人
と
し
て
再
出
発
を
果
た
し

た
。
法
人
化
に
伴
い
目
標
設
定
型

の
運
営
、経
営
へ
の
学
外
者
参
画
、

第
三
者
評
価
な
ど
の
民
間
的
運
営

手
法
が
義
務
付
け
ら
れ
た
。

ウ
ェ
ブ
・
シ
ラ
バ
ス
・
シ
ス
テ

ム
の
本
格
運
用
が
ス
タ
ー
ト
し

06
年
４
月
号

　

ウ
ェ
ブ
シ
ラ
バ
ス

　
　
　
　
　

運
用
開
始

た
。同

シ
ス
テ
ム
は
講
義
の
シ
ラ
バ

ス
を
本
学
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
検

索
、
閲
覧
で
き
る
も
の
。
教
員
が

シ
ラ
バ
ス
に
掲
載
さ
れ
る
授
業
内

容
や
計
画
を
随
時
変
更
で
き
る
こ

と
か
ら
、
学
生
は
最
新
の
情
報
を

入
手
し
や
す
く
な
っ
た
。

07
年
１
月
号

定
例
学
生
大
会
廃
止

前
期
自
治
会
は
参
加
者
不
足
を

受
け
、
前
期
学
生
大
会
の
定
例
開

催
を
廃
止
す
る
こ
と
を
決
定
し

た
。07

年
12
月
号

中
和
寮

　
　

院
生
専
用
宿
舎
へ

２
０
０
８
年
度
よ
り
中
和
寮
を

院
生
専
用
宿
舎
に
変
更
す
る
方
針

が
発
表
さ
れ
た
。
大
幅
変
更
に
踏

み
切
っ
た
理
由
と
し
て
、
施
設
管

理
・
運
営
の
効
率
化
、
入
寮
申
請

の
簡
素
化
、
移
動
に
よ
る
煩
雑
さ

の
軽
減
な
ど
を
挙
げ
ら
れ
た
。

08
年
５
月
号

　

一
橋
寮
新
入
生

　
　
　
　

飲
酒
事
故
死

小
平
国
際
キ
ャ
ン
パ
ス
国
際
学

生
宿
舎
（
一
橋
寮
）
の
新
入
生
歓

迎
会
で
、男
子
学
生
（
当
時
18
歳
）

が
急
性
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
の
疑
い

で
死
亡
し
た
。
同
日
中
に
本
学
は

「
学
生
死
亡
事
故
対
策
本
部
」
を

設
置
。
事
故
原
因
の
究
明
と
遺
族

へ
の
対
応
に
臨
ん
だ
。
ま
た
未
成

年
が
入
居
す
る
フ
ロ
ア
で
の
飲
酒

禁
止
、
一
橋
寮
委
員
会
の
自
治
を

凍
結
な
ど
の
措
置
を
講
じ
た
。

10
年
４
月
号

　

Ｇ
Ｐ
Ａ
卒
業
要
件
に

２
０
１
０
年
度
入
学
者
か
ら
Ｇ

Ｐ
Ａ
（Grade Point Average

）

が
卒
業
要
件
に
加
え
ら
れ
た
。
導

入
に
よ
り
学
習
態
度
の
改
善
、
卒

業
生
の
学
力
の
保
証
と
、
評
価
の

透
明
化
を
図
っ
た
。

規
則
で
は
累
積
２
・
０
以
上
と

定
め
ら
れ
た
が
、
暫
定
措
置
と
し

て
設
定
さ
れ
た
１
・
８
以
上
が
卒

業
要
件
と
な
っ
た
。

こ
の
要
件
は
17
年
度
に
廃
止
さ

れ
た
。

科
目
」
を
創
設
し
、
英
語
開
講
の

科
目
を
増
や
し
た
。
同
科
目
は
留

学
生
も
受
講
で
き
る
こ
と
か
ら
、

学
部
生
と
留
学
生
の
交
流
を
促
す

狙
い
も
あ
っ
た
。

後
者
に
関
し
て
は
、
本
学
か
ら

の
海
外
留
学
者
数
と
外
国
人
留
学

生
数
を
大
幅
に
増
加
さ
せ
る
計
画

が
打
ち
出
さ
れ
た
。

11
年
４
月
号

　

震
災
の
影
響

　
　
　
　

本
学
に
も

国
立
市
で
は
震
度
３
の
揺
れ
を

観
測
。
新
学
期
を
目
前
に
一
部
の

行
事
が
中
止・延
期
さ
れ
た
ほ
か
、

小
平
国
際
キ
ャ
ン
パ
ス
や
附
属
図

書
館
で
軽
微
の
被
害
が
あ
っ
た
。

附
属
図
書
館
に
付
設
す
る
時
計

台
棟
の
改
修
工
事
が
発
表
さ
れ

14
年
４
月
号

　

時
計
台
棟

　
　
　
　

大
規
模
改
修

た
。工

事
期
間
中
は
図
書
館
内
の
施

設
が
一
部
利
用
で
き
な
く
な
る
ほ

か
、
臨
時
の
休
館
日
が
設
け
ら
れ

る
可
能
性
が
示
さ
れ
た
。
ま
た
、

時
計
台
棟
内
に
研
究
室
を
も
つ
教

員
は
一
時
的
に
部
屋
の
移
動
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
。

15
年
５
月
号

　

学
内
規
則
50
超
改
正

２
０
１
５
年
４
月
よ
り
50
件
以

上
の
学
内
規
則
が
改
正
さ
れ
た
。

主
に
学
長
・
教
授
会
の
役
割
や
最

終
的
な
決
定
権
の
所
在
が
変
更
さ

れ
た
。
大
学
執
行
部
は
学
校
教
育

法
・
国
立
大
学
法
人
法
改
正
を
受

け
て
の
動
き
だ
と
し
た
が
、
改
正

手
続
き
の
拙
速
さ
に
懸
念
の
声
が

挙
が
っ
た
。

15
年
７
月
号

　

中
期
目
標
案
提
出

２
０
１
５
年
６
月
、
全
て
の
国

立
大
学
が
中
期
目
標
案
を
提
出
し

た
。
中
期
目
標
は
大
学
が
「
達
成

す
べ
き
業
務
運
営
に
関
す
る
目

標
」（
国
立
大
学
法
人
法
第
30
条
）

を
記
し
た
も
の
。
文
部
科
学
省
が

人
文
社
会
科
学
系
学
部
な
ど
の
廃

止
や
他
分
野
へ
の
転
換
を
含
め
た

事
業
見
直
し
を
求
め
る
通
知
を
出

す
中
、
本
学
は
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材

の
輩
出
に
向
け
て
動
き
出
し
た
。

15
年
12
月
号

　

一
橋
祭
縮
小
へ

一
橋
祭
運
営
委
員
会
は
大
学
か

ら
の
要
請
を
受
け
、
協
議
の
末
、

一
橋
祭
の
開
催
区
域
を
東
西
両
キ

ャ
ン
パ
ス
か
ら
西
キ
ャ
ン
パ
ス
に

縮
小
す
る
意
向
を
示
し
た
。
一
橋

祭
は
西
キ
ャ
ン
パ
ス
の
工
事
を
機

に
、
１
９
９
７
年
度
か
ら
両
キ
ャ

ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
て
い
た
。

実
際
に
、
17
年
度
よ
り
西
キ
ャ

ン
パ
ス
の
み
で
の
開
催
と
な
っ

た
。

ど
。あ

わ
せ
て
全
学
共
通
教
育
科
目

で
は
卒
業
要
件
単
位
数
や
設
置
科

目
数
が
減
少
し
た
。

要
件
に
加
え
ら
れ
た
。
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｅ

Ⅰ
お
よ
び
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｅ
Ⅱ
の
修
得
に

加
え
、
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
Ｉ
Ｔ
Ｐ
試

験
で
４
６
０
点
未
満
の
学
生
は
短

期
留
学
な
ど
の
参
加
が
義
務
付
け

ら
れ
た
。

19
年
４
月
号

　

ア
ウ
テ
ィ
ン
グ
裁
判

　
　
　
　
　
　

遺
族
敗
訴

２
０
１
９
年
２
月
、
15
年
８
月

の
本
学
法
科
大
学
院
生
の
転
落
死

に
関
す
る
裁
判
で
、
本
学
の
安
全

配
慮
義
務
違
反
を
訴
え
た
原
告
側

の
損
害
賠
償
請
求
が
棄
却
さ
れ

た
。裁

判
で
は
、
ア
ウ
テ
ィ
ン
グ
に

関
す
る
学
生
か
ら
の
相
談
へ
の
本

学
の
対
応
が
争
点
と
な
っ
た
。
ア

ウ
テ
ィ
ン
グ
を
し
た
同
級
生
と
は

18
年
1
月
に
和
解
が
成
立
し
た
。

平
成
の
本
学
は
、
国
立
・
小
平
両
キ
ャ
ン
パ
ス
統

合
、
国
立
大
学
法
人
化
、
４
学
期
制
・
新
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
導
入
と
い
っ
た
大
き
な
変
化
の
中
に
あ
っ

た
。
本
企
画
で
は
、
本
紙
の
過
去
記
事
を
振
り
返
り

な
が
ら
、
本
学
の
平
成
史
を
た
ど
る
。

集


